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於
て
す
可
く
チ
私
し
，.で
.以
で
直
ち
に 

分
配
論
に
適
用
せ
ん
ゃ
試
ひ
る
は
.大
な
る
单
訐
た
る
を

隹

號

!
〇

五



m
九

滟
(

四
七
〇)

菇
れ
中
。
生
齑
要
素
た
る
土
地
、
資
本
，
勞
働
を
跞
究 

す
る
は
生
礙
；̂
の
部
冏
に
於
て
論
ず
可
く
、
分
配
論
に 

於
て
は
地
主
ぐ
資
ホ
家
及
勞
働
澇
が
間
M

ビ
な
る
も
の 

f

 

o
切

言

す

れ

ば

生

產

谷

要

素

の

性

質

"
•
.
作

用

を

職 

究
す
る
も
の
に
非
し
で
、
所
得
が
生
產
關
與
者
#.
階
級 

R

分
割
せ
ら
る
、

に
及
び
て
、

’初
め
て
分
配
の
問
題
ぁ 

P
O 

.然
‘る
に
獨
，立
生
產
者
0

所
產
は
生
產
潘
一
人
の
所 

得
に
し
て
，
他
に
分
つ
可
き
地
主
な
く
、
勞
働
*
な
く 

又
資
本
家
ぁ
る
な
U

O

從
て
社
會
階
鈒
の
尕
化
s>
6

"
 

對
立
ぁ
る
1|
:
會

を

前

提

ど

す

る

^

庞

分

配

論

の

範

圃

內 

R -

は
、
其
地
位
を
有
せ
^

る
は
闽
ょ
り
當
然
の
事
^
运

今
®

く
リ
カ
ル
ド
を
離
れ
、
他
而
ょ
^N

之
れ
を
舰
察 

す
る
も
亦
獨
立
生
産
者
の
所
得
は
^

配
論
中
の
間
題
S
 

な
ら
ざ
る
こ
ビ
を
®

明
し
得
可
し
o

如
何
ど
な
れ
ば
如 

斯
所
得
は
、
經
濟
學
中
他
の
部
門
に
於
て
詳
細
杞
究
明 

せ
ら
る
可
き
#

な
れ
ば
な
0

O

興
生
產
者
の
所
有
す
る 

.生
遨
要
素
は
.、
生
齑
論
に
於)

て
：盡

ざ

れ

フ

其

所

得

の

大

第
凹
號
' 

K

0六

'

小

妹

其

所

產.の
分
量
の
多
少
丨
品
質
の
岚
否
に
^
り
て 

決
定
す
る
も
办
'̂

3

0
即
此
種
の
所
得
は
组
*
#
ど
惯 

格
^

に
ょ
{

で
決
定
也
ら
れ
、
此
以
外
に
原
因
な
し
0 

而
し
て
生
產
物
の
價
.袼
0;

高

低

は

"

價

格

論

に

於

て

論 

|

述
せ
&

る
可
.き
も
の
代
る
な
レ
o

勿
論
獨
觉
生
產
遛
の 

一
所
得
の
大
小
は
、
其
所
有
す
る
生
產
要
素
の
多
少
に
盤 

る
.こ
e

至
で
大
な
$

9

例

ば

廣

大

な

.る

土

地

を

畆

有

し 

K

萬
の
富
を
擁
す
る
潜
の
所
得
は
從
で
大
な
ら
ざ
る
を 

得
す
。
然
れ
ど
も
生
産
手
段
分
配
の
狀
滕
"

土
地
秘
有
. 

の
發
生
及
資
本
蓄
積
の
由
來
は
？
即
ち
砒
會
階
級
の
分 

化
を
語
る
も
0'

に
し
て
、
.此
れ
が
稂
本
的
硏
究
は
經
濟 

學
の
範
圍
ぬ
屬
せ
ず
o

其
原
因
た
る
極
め
て
祓
雜
錯
繚 

し
"

獨
6

經
濟
的
原
因
に
止
'

^
み
ず
"

祉
會
的
、
政
治 

的
原
因
に
職
由
す
る
こV

J

大
な
る
も
の
^

すo

菩
人
は 

具
體
'

g

に
與
.：へ.
ら
れ
た
る
妣
會
關
係
杞
於
て
、
籾
論
す 

.
る

も

沙

な

る

が

故

巧

1

生
產
丰
段
の
.分
配
.及
ft

會
階
級 

の
分
化
を
前
提
•ど
す
る
も
の
な
ヶ
。
從
而
此
の
點
に
關 

し

、
て

は

、

リ

设

の

分

.配

咏

ょ

く

道

筒
.の

现

.に

通

じ

杞

る

雜

錄

pi
c

論特，
！

_
l

地代論の矹殳

も

の

V

し

て

^

窗

之

れ

を

歡

容

せ

ざ

る

W-
か

ら

f

o
 

ジ
ヵ
ル
ド
は
自
作
農
及
獨
立
手

X
業
衮
の
所
得
を
分 

配
論
中
ょ
り
除
外
し
た
る
理
甶
に
就
て
は
之
れ
を
言
明 

せ
ざ
る
も
，
興
眞
意
の
何
邊
.に
存
す
る
や
は
蔑
し
推
知 

す

る

に

難

か

ら

ず

。

十
九
世
紀
初
葉
0

リ
氏
の
時
代
は 

英
國
の
產
業
は
，
將
に
革
命
の
轉
機
に
際
會
し
た
る
の 

時
に
し
て
、
資
本
制
生
產
益
々
勃
興
し
、
加
ふ
る
に
英 

佛
大
戰
筚
の
後
を
受
け
て
、
農
産
物
の
價
格
暴
騰
し
" 

他
方
に
於
て
は
、
地
主
階
級
議
會
に
勢
力
を
得
て
穀
物 

保

讓

條

例

の

續

發

せ

ら

る

、
も

の

あ

纟

き

o

其
結
枭
英 

國
內
に
於
て
穀
價
は
非
常
な
る
騰
貴
を
來
し
、
耕
作
地 

は
增
加
し
て
劣
等
地
の
耕
作
を
必
要
せ
す
る
に
至
ぅ
て 

地
代
之
れ
^

共
に
上
昇
し
、
其
利
益
は
獨
&
地
ま
階
鈒 

の
鹽
斷
す
る
所
艺
な
れ
}

o

又
之
ょ
6

少

し

ぐ

以

前

.に 

當
&
、
«
國
車
命
の
勃
發
す
る
あ

b

て

、

社
食
階
級
.の

. 

觀
念
大
に
促
進
せ
ら
れ
、
階
級
的
利
害
は
到
底
.1

致
す 

る
も
の
R

非
し
て
"

社
食
の
進
展
^
典
に
愈
々
其
利
害 

背
反
の
程
度
を
增
ず
も
の
>如
き
狀
を
呈
す
る
1

.

L

y

o即
ち
，】

階
級
の
所
得
の
高
低
は
®

ち
R

他
階
級 

の
；所
.得

は

影

響

し

相

互
K

密
接
な
る
關
係
を
葙
す
る
も 

の
な
る
こ
を
明
か
亡
な
れ
&
?
.
此
事
實
を
目
擊
し
救
濟 

を
企
圖
せ
る
彼
は
ノ
社
會
階
級
間
の
比
例
的
分
配
を
以 

\

で
'

分
«

論
0

骨
子
^

認
め
"

否

"

經

濟

學

最

重

の

問 

|

@

ぞ
思
惟
す
る
に
至
れ
る
は
誠
に
當
然V

J

云
ふ
可
し
0 

\

當
時
英
國
上
下
'の
視
.聽

を

费

れ

る

時

事

問

經

气

^ | 

I

氏
分
配
論
(?

の
關
係
に
a
及
せ
る
.キ
ヤ

.ナ

ン

の
言
肯
黎 

I

it

;
當
る
も
の
わ
れ
ば
左
に
之
れ
.を
.摘
錄
せ
ん
o 

j
「

徵
物
條
例
反
對
の
論
據
は
，
タ
カ
,
ド
分
配
論
に 

\

in

く
も
.の
な
か
る
可
し
。
穀
物
條
例
^

ょ
A

て
®
す
る 

|

利
害
の
衝
突
は
、
個
人
間
に
非
し
て
階
級
間
な

6

0

或 

1

階
級
の
民
衆
に
對
す
る
問
題
に
非
ず
o

換
言
す
れ
ば 

一
富
者
の
貧
者
に
對
ず
る
，■

に

非

し

て

"
地

主

階

級

の 

商
X
業
悔
級
R

»
す
る
問
題
な
P
V
リ
氏
が
.個
人
間
の 

分
配
論
を
問
辄
せ
る
は

、

此
揚
合
^
於
て
何
等
の
妨
な

L

」

t'
o 

;
,
c
a
n
n
a
p
T
h
e
o
r
i
e
s

 

o
f

 

で r
o
d
u
c
t

o-n

 

a
n
d

.

.

.
プ

 

.

.

D
i

s
t

r
o

&
o

n
.
パ
9
1

 

F
.v

0

$

 

(

s

o

雑
.

綠

ハ

分

S

S

1

I

地
代
論
の
研
究 

養
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1)

批
激
と
紹
介 

，

リ
氏
の
到
達
し
た
る
.結
論
の
當
杏
は
暫
く
之
れ
'を
措 

く
。
分
.配
論
の
範
圍
を
以
ヤ
、
地
代
、
賃
銀
及
利
潤
の
. 

三
I]
:

嘴
階
級
所
得
に
限
定
し
、
其
比
例
；的
»
究
を
以
て 

分
配

ii

の
本
體
ど
爲
し
た
る
こ
ど
は
彼
が
空
前
の
創
見 

に

し

て

其
11

見
の
^
.流
を
抜
く
こ
ビ
大
な
を
を
證
す
、
 

る

に

足

る

可

し

。

實

に

"

';
!

カ

ル

ド

〗

度

出

で

，
我

經
 

濟
學
は
初
め
て 

w

aaq
e
s pe

r

 

h
e
a
d
,

 
p
r
o
f
i
t

 

p
e
r
c
e
n
t
.

 

R
e
n
t

 

p
e
r

 

A
c
r
e

以
外
觅
に
賞
要
な
る
it

例
的
分
配
の 

存
す
る
こ
ど
を
知
れ
ぅ(

キ
ャ
ナ
ン
前
揭
書n
ニ
ニ
九
頁)

W

氏
の
所
論
は
容
‘觀
的
柚
象
的
に
論
し
ノ
勞
_
價
値
原 

ょ
6

縯
繹
し
て
分
配
行
程
に
及
び
た
る
結
果
、
實
際
事 

實
の
說
明
に
欠
陷
わ
り
ど
の
非
雛
は
辭
す
可
か
ら
ざ
る\ 

所
な
れ
ど
も
"

今
日
の
分
配
論
に
於
て
取
扱
は
る
、
所
一 

の
も
の
*

多
く
は
彼
れ
の
與
へ
た
る
問
題
ビ
3C
-
雜
圍v

j

 

\

を
u

p
 

Pへ
椒
經
濟
踢
講
賴
ニ
〇

ic

、
デ
ー

\

/ 

t

T
 

.
ン
ル
前
抱
葉
ニ
f

〇
，：ハ

耳j

.猜

四

號

I

O八

T
h
e

 

N
a
t
o
n
v

 

W
e
a
l
t
h

 

w

si
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e
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u
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M
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千

九

瓦

十

四

尔

ft
双

0

行 

.

.

.

.
 

.

小
形
ニ
货
六
十
四
瓦
聚
京
資
惯
五
十
錢
' 

欧
洲
.大
猫
戦
の
%1

期
|:

於

て

獨

逸

，が

淇

四

紂

苽

伐

の

雄

唂

に

失

敗

レ
 

て
以
來
同
盟
侧
並
に
協
阀
側
は
井
に
持
久
の
笟
を
餓
じ
つ
V

あ
ス
も
の 

、
如
く
な
.
石
が
、
若
し
架
し
て
然
り
と
せ
ぱ
各
：交
戦
國
の
富
ヵ
|1

戦
#
 

の
結
•
局

L
i

1

大
影
響
、か-
及
|?

す
も
'
の
な
リ
と
^

は
ざ
ス
.

可
す
ら
ず
0

水 

喾
は
交
戰
國
中
に
於K

最
t

富
め
り
と
の
評
め
芯
英
本
國
の
寫
カ
に
湖 

す
る
線
密
な
石
統
計
的
研
梵
を
職
せ
?:

り
o

'
奪

が

本
#

の
稿
^
了
リ 

て
上
梓
せ
る
it

昨
饵
の
狰
期
に
し
て
從
づ
て
蓊
游
の
见
地
は
今
次
の
大 

戦
胤
と
は
沒
交
锁
.な
る
も
、
蓊
漭
の
引
用
マ
る
統
計
敗
.は
戰
0

に
對
す 

る
英
國
の
耐
久
カ
如
何
4*

知
ら
ん
と
欲
マ
ス
'
逝

の

發

考|:
货

す

ス

所

め
 

V

ら
ず
。

本
書
其
物
め
扫
的
は
英
國
の
富
の
離
_

联
だ
節
弱
な
る
所
以
4.

說
き 

て

屑
.^
^

锁
_

せ
ん
.と
.
す
:̂
|̂

在

;̂

務
锻
跔
沒
の
^

|

|
は
左
の
如
1

』

T
 

一
英
國
が
民
大
の
甯
か
决
座
し
之
か
雜
欲
す
る
に
里
リ
し
は
近
ゃ
の
こ

と
^

リ
o

西
五
十
尔
前
に
は
人
ロ
比
較
的
|*

稀
馏
に
し
て
、
锫
の
產
也 

振
ft

ざ
り
し
が
、
十
八
世
紀
の
後
來
に
於
て
製
钹
_

業
|-
石

炭

か

應

用
 

す
る
！！
■?
?

り
て
ム
り
英
國
は
俄
然
富
國
と
な
れ
り
。
千
九
茛
七
钽
に
於 

て
英
國
1-
X

1

ヶ
牢1

1

約
十
ー
億
千
ニ
诃
沉
磅
の
富
か
產
出
ぜ
り
0

へ
人
ロ
、

1

人
常
リ
ニ
十
五
磅)

此
數
字
は
犁
に
货
物
の
生
席
額
の
原
價
の
み
を
一 

含
む
も
の
な
る
が
故
に
、
國
尻
の
取
入
は
勿
論
母
れ
以
上L

i

上
れ
り
。

一
 

此
镩
の
.说
物
の
生
部
'並
に
励
勞
猙
i
リ
虫
ず
る
總
て
の
收
入
it
千
九
：白 

八
年Li

於
て
約
十
八
億
四
千
四
西
沉
磅
に
上
り
わ
る
が
"
千
九
百
十
四 

年
に
は
多
分
ニ
-十

一

餘
磅
U
遨
ヤ
る
な
ら
ん
。
又

〗

方
千
九
钌
十
四
年 

|1
於
け
5
赏
の
總
額
は
诃
ニ
十
撳
磅
1
!上
る
灯
ら
ん
0
赴
れ
は
土
地
及 

ぴ
街
形
資
木
の
似
格
|-
非
ず
し
て
英
瓜
產
カ
.
雜
礎
ミ
し
て
算
出
せ
ゐ 

兑
込
似
格
た
り
と
す
。
此
外
典
砬
抝
地
1
1投
贷
せ
，芯
額
は
十
七
傯
八
千 

谣
磅
r-
し
て
、
筘
他
餓
外
國
U
投
资
せ
芯
額
は
十
九
傲
三
干
五
百
茁
谤

\ 

な
リ
<\ヽ

典
じ
千
九
西
十
三
平
の
統
!1
1
*

)

而
し
て1.

ヶ
年
の
當
の
蓄
赞
は| 

三
傲
妨
な
ら
ん
と
2
|は
石
。 

j

#

K
額
の
富
の
涣
出
IX
永
遠
U
柿
緻
せ
ら
る
可
旮
y
。
今
英
國
が一

一
 

大
铬
國
と
爲
り
れ
る
16
(
因
か
尋
ぬ
6
じ
、
其
原
因
.沪
農
作
物
じ
も
非
ず 

鋼
物
U
も
非
ず
、
綿
織
物
弔
鋤
物
の
旅
料L

i
t

非
ず
し
て
、
實
に
工
業 

用
の
燃
料
れ
5
石
趿
|-
莅
る
か
知
る
打
リ
0
千
八
页
七
十
五
铝
迄
は
英 

國
は

世
界
じ
於
け
る

石
炭
の
金
靡
額
の
約
一
牛
を
年

，々

產

出

せ

り

。

然
 

る
1
1千
八
耵
八
十
-/
1
;年
1
!は
莢
阈
の
康
出
額
は
世
界
金
菝
額
の
四
割
1
1

筇

九

滟

(

四
七
ー
5

批
評
と
紹
介

T

;V
J

i*
:同
九
十
五
牢
|-
.は
三
割
三
_分
4

#
ザ
> 
今
や
僅
か
|:
典
ニ
割
其
. 

分
を
出
す
じ
過
^
ず
。
‘ 

_
千
八
苜
七
十
五
苹
に
於
け
る
媒
國
の
廣
額
lt
-
佘 

衆
國
並
|-
獨

逸

產

額

の

合

計

ム

リ

も

，
遙

か

1
1

多
蛩
灯
リ
し
が
-
千
九
莨 

十

1

年
^
於
て
は
狨
米
其
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